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市
企
業
立
地
課　

☎
35

-

３
７
２
７
（
課
直
通
）

お
問
い
合
わ
せ

え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地 

立
地
企
業
特
集

～
マ
ル
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
協
同
組
合 

大
規
模
物
流
セ
ン
タ
ー
完
成
～

南
九
州
の
物
流
を
「
え
び
の
」
か
ら
変
え
る

　

九
州
北
部
を
中
心
に
、
倉
庫
事
業
を
全
国
展
開
し
て
い

る
マ
ル
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
協
同
組
合
（
本
社
：
福
岡
県
久
留

米
市
）
が
、
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に
建
設
し
て
い

た
物
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
７
月
８
日
に
竣
工
式
・
落

成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
外
企
業
が
、
産
業
団
地

内
で
竣
工
式
・
落
成
式
を
行
う
の
は
、
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　

同
式
に
は
、
マ
ル
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
協
同
組
合
や
施
工
事

業
者
、
関
係
企
業
、
え
び
の
市
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

倉
庫
を
利
用
す
る
の
は
、
株
式
会
社
キ
シ
ヤ
（
医
療
機
器

販
売
・
レ
ン
タ
ル
な
ど
）
、
株
式
会
社
w
e
l
z
o
（
家

庭
園
芸
用
品
な
ど
の
卸
売
業
）
、
八
代
丸
善
運
輸
株
式
会

社
（
運
送
事
業
・
倉
庫
事
業
）
に
な
り
ま
す
。

　

同
式
で
市
長
は
「
物
流
の
要
衝
と
し
て
、
未
来
の
え
び

の
市
の
発
展
に
大
き
く
影
響
す
る
と
思
い
ま
す
。
活
躍
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

マルゼングループ協同組合 

古賀 大輔 代表理事

会社概要 えびの物流センター概要

　

丸
善
グ
ル
ー
プ
の
事
業
本
部
で

あ
る
マ
ル
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
協
同

組
合
は
、
物
流
関
連
施
設
を
各
地

で
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、

2
0
2
4
年
問
題
を
は
じ
め
、
将

来
の
南
九
州
に
お
け
る
物
流
の
持

続
可
能
性
を
勘
案
し
、
物
流
企

業
、
荷
主
企
業
が
抱
え
る
課
題
解

決
の
拠
点
と
し
て
、
え
び
の
市
に

新
た
な
物
流
倉
庫
を
建
設
し
ま
し

た
。

　

え
び
の
市
は
、
九
州
道
か
ら
な

る
南
九
州
の
玄
関
口
と
し
て
、
物

流
に
最
適
な
立
地
条
件
を
持
ち
、

災
害
リ
ス
ク
に
も
優
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、

市
と
連
携
し
て
地

域
の
活
性
化
を
進

め
れ
ば
、
産
業
団

地
と
し
て
、
大
き

な
価
値
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

所在地     えびの市大字湯田字水洗146番1

　　　　 （えびのインター産業団地内）　　　　

敷地面積	 33,933.89㎡

建築面積	 19,135㎡

総事業費	 30億円

操業計画	 着工 令和5年5月

	 完成 令和6年7月

操業開始	 令和6年9月予定

雇用計画	 倉庫内で操業開始する3社合わせて

　　　　　 約70人

TOP’s  VOICE

総面積17.3ha。国道268号線に直結し、えびのICから約500ｍに位置

し、えびのJCTを活用した南九州各都市へのスピーディなアクセスが

セールスポイント（令和6年撮影）

えびのインター産業団地
こ
れ
ま
で
の
歩
み

え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
区
画
10
を
取
得
。

令
和
４
年
６
月

起工式を執り行い、建設

工事がスタート。

令
和
５
年
５
月
１９
日

令
和
５
年
７
月
１８
日

令
和
６
年
７
月
８
日

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

倉庫内

会社名	 マルゼングループ協同組合

代表者名	 代表理事 古賀 大輔

本社所在地	 福岡県久留米市善導寺町飯田829番地1

設立年月日	 平成3年2月28日

資本金	 565万円

事業内容	 第一種貨物利用運送事業、倉庫業、宅地建物取引業

従業員	 19人（令和5年7月）

沿革　	 平成3年2月 「マルゼングループ運輸事業協同組合」を設立

	 平成15年4月 「マルゼングループ協同組合」に名称変更

	 令和2年1月 倉庫業を事業に追加

	 令和2年3月 宅地建物取引を事業に追加

市と企業立地協定を締

結し、えびの市指定企業

第45号に指定。

南九州を結ぶ大規模物流センター。すでに倉庫全体の85％は入居者が決定

　

2
0
2
4
年
4
月
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間
が
規

制
さ
れ
、
労
働
時
間
が
短
く
な
る
こ
と

で
輸
送
能
力
が
不
足
し
、
「
モ
ノ
が

運
べ
な
く
な
る
」
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
「
物
流
の

2
0
2
4
年
問
題
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
は
、
配
送

遅
延
や
配
送
コ
ス
ト
の
増
加
、
配
達
時

間
帯
の
選
択
肢
が
減
る
な
ど
、
消
費
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
直
接
的
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

拘
束
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
運
送
業

を
は
じ
め
と
し
た
物
流
企
業
は
地
方
に

拠
点
を
増
や
し
、
中
継
拠
点
を
整
備
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
自
動
車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
の

交
通
結
節
点
で
あ
る
え
び
の
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
は
、
え
び
の
市
の

大
き
な
強
み
で
す
。
物
流
の
中
継
拠
点

を
え
び
の
市
に
整
備
す
る
こ
と
は
、

九
州
地
方
、
特
に
南
九
州
に
お
け
る

2
0
2
4
年
問
題
の
大
き
な
解
決
策
に

な
り
ま
す
。
市
で
は
、
企
業
立
地
に
適

し
て
い
る
産
業
団
地
の
魅
力
を
発
信

し
、
企
業
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

竣工式・落成式を執り行い、物流セン

ターの完成を祝いました。
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ボルダリングやトランポリン、乳幼児スペー

スなどの遊具を設置。2歳から6歳までのお

子さんが遊べるスペースになっています。

新たに飲食店3店舗がオープン。窓際には

霧島連山を眺められるカウンターテーブル

があり、ゆったりとくつろげます。

2階に上がって正面にある大きな窓からは、

雄大な霧島連山や韓国岳を一望できます。

記念撮影スポットとしてもおすすめです。

　

式
典
の
中
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
大
野
勇
太
さ
ん
に

村
岡
隆
明
市
長
か
ら
「
え
び
の
応

援
大
使
」
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
大
野
さ
ん
か
ら
え
び
の

市
に
寄
贈
さ
れ
た
楽
曲
の
演
奏
披

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
開
催
し
た
式
典
に
は
、
市
議
会

議
員
や
関
係
者
、
市
内
外
の
観
光

事
業
者
な
ど
、
総
勢
40
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
え
び
の
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
４
人
に
よ
り

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
施
設

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
彩
り
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー

大
野
勇
太
さ
ん
が

え
び
の
応
援
大
使
に

露
も
あ
り
、
上
江
認
定
こ
ど
も
園

の
園
児
た
ち
が
、
大
野
さ
ん
の
曲

に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

　えびの高原にある「足湯の駅えびの高原」が、7月26日にグラン

ドオープンしました。これは、令和5年度から行われていた改修工

事が竣工を迎え、施設全体が営業を開始したものです。2階部は、

約6年ぶりとなる営業再開です。

　改修工事では、環境省の国立公園等資源整備事業費補助金を

活用し、2階に、新たに「カフェスペース」、「展望スペース」、「キッ

ズスペース」の3ブースを整備しました。

　えびの高原を訪れた際は、ぜひ、お立ち寄りください。多くの皆

さんの来場をお待ちしています。

午前10時～午後5時

午前11時～午後4時

午前11時～午後4時

ローストビーフドッグ

甑岳プリン
こしき

おむすび
康卵の卵黄醤油漬け（写真中央）

 「漢プリン」が看板商品の

イーナプリンが営むプリ

ン専門店です。通称プリ

ン山と呼ばれる「甑岳」を

冠した甑岳プリンがおす

すめです。

みなほイメージソングを園児とともに披露しました

市観光商工課 観光係 ☎ 35-1114（直通）

お問い合わせ

Cafe Restaurant Moliendo Café

営業時間

営業時間

営業時間

Pudding KOSHIKIDAKE

WA Cafe ebinOmusubi

えびの産ヒノヒカリを使

用したおむすび＆団子を

中心とした和食・和カフェ

です。えびの米と九州の

食を結びます。

韓国かき氷（糸ピンス）や

えびの産ハーブ牛を使っ

たローストビーフドッグな

ど、気軽に楽しめるカフェ

＆レストランです。

おすすめ!

おすすめ!

おすすめ!

おとこ

榎本 奈津子さん 榎本 鱒大さん

森山 忍さん

荒川 駿介さん

※営業については、現在、不定休となっています。あらかじめご了承ください。

グランドオープン！

足湯の駅えびの高原が

ま す た
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市
基
地
・
防
災
対
策
課

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35

-

1
1
1
9
（
直
通
）

お
問
い
合
わ
せ

え
び
の
市
消
防
団  

夏
季
点
検
・
操
法
大
会

　

7
月
7
日
、
池
島
地
区
の
水
辺
の
楽

校
で
「
令
和
6
年
度
え
び
の
市
消
防
団

夏
季
点
検
・
操
法
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
各
地
区
の
消
防
団

30
チ
ー
ム
が
参
加
。
ポ
ン
プ
車
の
部
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
の
部
に
分
か
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
消
防
操
法
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本
の
ホ
ー
ス

を
結
合
し
て
放
水
し
、
火
点
が
倒
れ
る

ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
審
査
で

は
、
敬
礼
や
号
令
な
ど
の
規
律
、
的
確

機
微
な
機
械
器
具
操
作
な
ど
も
総
合
的

に
採
点
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事
が
終

わ
っ
た
後
や
早
朝
な
ど
に
集
ま
り
、
こ

の
大
会
に
向
け
て
訓
練
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

消防団員を募集しています

えびの市消防団では、消防団員を募

集しています。市内に在住または勤

務している18歳以上の人ならどなた

でも入団できます。消防団員として

活動しませんか？

詳しくは、市ホームページ

をご覧ください。市ホーム

ページは、左のQRコード

から確認できます。

えびの市消防団操法大会結果

優勝した部に聞きました

 ポンプ車の部

 優勝  3分団1部  京町、上向江

 準優勝  1分団2部  飯野麓

 3位  2分団7部  中島

 小型ポンプの部

 優勝  2分団6部  東川北、榎田、牧の原

 準優勝  3分団3部  中浦

 3位  3分団5部  上島内

 小型ポンプ積載車の部

 優勝  3分団7部  下島内

 準優勝  3分団2部  水流、東・中内竪、南・北昌明寺

 3位  1分団8部  田代、出水

※右の地区名は管轄地域

■ ポンプ車の部

■ 小型ポンプの部

■ 小型ポンプ積載車の部

第3分団第1部

藤本 貴壽 部長

第2分団第6部

山口 稜司 部長

第3分団第7部

柿木 敏幸 部長

メンバーを大きく入れ替えて

臨んだ大会でした。ベテラン

メンバーの若手への熱心な

指導など、チームが一丸と

なった結果だと思います。

2連覇してほっとしていま

す。先輩たちがつないでき

た伝統や日々の練習の成果

が、優勝に結びつきうれし

く思います。

3連覇し優勝カップを手に

することができうれしいで

す。県大会でも良い結果を

残せるように団員一丸と

なって頑張ります。

たか ひさ

りょうじ
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ノ
ブ
エ
さ
ん
に
認
知
症
の
症
状
が
現

れ
た
の
は
4
年
前
で
、
令
和
2
年
に
介

護
保
険
申
請
を
行
い
、
要
介
護
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
ノ
ブ
エ
さ
ん
は
、
認

知
症
に
よ
り
警
戒
心
や
恐
怖
心
が
強
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
デ

イ
ケ
ア
を
週
1
回
か
ら
始
め
ま
し
た
。

お
い
で
、
会
い
た
い
か
ら
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。

　

妻
に
と
っ
て
は
、「
毎
日
が
初
め

て
」
、「
毎
日
が
冒
険
」
で
す
。
ス
ト
レ
ス

を
か
け
な
い
よ
う
に
「
自
由
に
」
、「
自
然

に
」
任
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
を

感
じ
和
ん
だ
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

の
で
、
居
間
に
は
い
つ
も
庭
の
花
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
夜
中
に
３
度
ほ
ど
の

ぞ
い
て
み
ま
す
。
い
な
く
な
っ
て
い
な
い

か
心
配
だ
か
ら
で
す
。

　

私
が
寝
て
い
る
と
布
団
を
掛
け
直
し

て
く
れ
る
の
で
、
私
の
こ
と
を
気
遣
っ

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。
認
知
症
で
い
ろ
い
ろ
忘
れ
て

し
ま
っ
て
も
、
人
を
思
う
気
持
ち
は
一

緒
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
大
事
に
し
て

あ
げ
た
い
で
す
。

認
知
症
と
共
に
生
き
、
共
に
暮
ら
す

　

令
和
6
年
5
月
、
厚
生
労
働
省
が
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
に
な

る
2
0
4
0
年
に
、
認
知
症
の
高
齢
者

が
5
8
4
万
人
余
り
に
上
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者
の
約
15
％
、

約
6
・
7
人
に
一
人
の
割
合
と
な
り
ま

す
。
え
び
の
市
で
も
、
高
齢
化
率
45
・

08
％
の
超
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
の

人
や
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
が
今
後
も

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
ま
す

が
、
症
状
が
進
行
す
る
と
一
人
で
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

介
護
を
す
る
家
族
の
負
担
も
増
加
し
た

り
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
介
護
保
険
を

申
請
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
り
、
地
域
交
流
の
場
に
参
加
す
る
こ

と
で
地
域
で
の
見
守
り
を
強
化
し
た
り

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
に
も
認
知
症
の
家
族
を
抱

え
な
が
ら
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
者
の
集
い
な
ど
を
利
用
し
て
、
自

宅
で
前
向
き
に
介
護
を
続
け
て
い
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老

老
介
護
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る

中
、
地
域
で
ど

う
支
え
る
か
が

課
題
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。

井川原 弘さん（89歳）、ノブエさん（84歳）夫婦

妻
が
ほ
ほ
笑
ん
だ
り
、
喜
ん
だ
り

す
れ
ば
幸
福
。
私
の
生
き
が
い
で
す

井
川
原  

弘
さ
ん

　

東
原
田
地
区
で
農
業
を
営
み
な
が

ら
、
認
知
症
の
妻
（
要
介
護
２
）
と
と

も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

妻
は
、
い
つ
も
私
よ
り
10
分
く
ら
い

先
に
起
き
て
、
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
ま

す
。
起
き
た
ら
靴
下
を
は
か
せ
て
、
髪

を
と
い
て
、
歯
を
磨
い
て
あ
げ
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
電
源
の
入
れ
方
が
分
か
ら
な

い
の
で
、
代
わ
り
に
入
れ
て
あ
げ
る

と
、「
ご
飯
が
で
き
た
よ
」
と
言
う
ま
で

は
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
は
妻
と
一
緒
に
行
く
こ
と

が
多
く
、
A
コ
ー
プ
は
顔
な
じ
み
。
従

業
員
さ
ん
が
荷
物
の
多
い
と
き
は
運
ん

で
く
れ
る
し
、
丁
寧
に
接
し
て
く
れ
る

か
ら
う
れ
し
い
で
す
。
時
々
、
一
人
で

買
い
物
に
行
く
と
「
奥
さ
ん
も
連
れ
て

　

最
初
の
こ
ろ
は
、
デ
イ
ケ
ア
に
行
か

せ
て
も
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
た
め
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
息
子
が
「
と
り
あ

え
ず
行
か
せ
て
み
た
ら
？
ダ
メ
や
っ
た

ら
や
め
れ
ば
い
い
が
ね
」
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
で
通
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
で
は
週
３
回
通
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
す
る
上
で
困
っ
た
時
は
、
同
じ
よ

う
に
介
護
す
る
人
た
ち
の
話
を
聞
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
介
護
者
の
集
い
「
和
の
会
」
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
勉
強
に
な
り
ま
す

が
、
私
の
よ
う
に
一
緒
に
連
れ
て
歩
い

た
り
、
自
分
の
苦
労
や
境
遇
を
積
極
的

に
語
っ
た
り
は
し
な
い
ん
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
自
分
の
体
験
が
誰
か
の
た

め
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
語
り
合
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
介
護
の
負
担
も
少
し

軽
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
は
、
送
迎
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
顔

を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
ず
に
警
戒

し
て
い
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
警
戒
心
も
薄
れ
、
穏
や
か
に
デ
イ
ケ

ア
の
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
顔
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
に
付
き

添
わ
れ
、
今
で
は
週
３
回
通
っ
て
い
ま

す
。
弘
さ
ん
も
「
常
に
見
て
お
く
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
自
分
の
時
間
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
二

人
の
生
活
状
況
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
定
期

的
に
ご
家
族
と
話
し
合
い
、
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
語
り
合
う
こ
と
で
、

介
護
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す

ノ
ブ
エ
さ
ん
の
安
心
し
た
笑
顔
が
見
ら
れ
る
の
は
、

弘
さ
ん
が
そ
ば
に
い
る
か
ら
で
す

認知症と共に生き、共に暮らす

シルバーケアステーション

ほうよう

ケアマネジャー 

大脇 由美子 さん
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認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で
支

え
て
い
く
た
め
に
、
え
び
の
市
で
は
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
の
結
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
庭
や
家
族
介
護
者
だ
け
で
は
、
介
護
の

負
担
感
が
増
し
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
の

人
を
自
宅
の
敷
地
外
で
見
か
け
た
と
き
に
、

近
所
の
人
が
声
を
か
け
た
り
、
自
宅
へ
誘

導
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
人

も
安
心
し
て
近
所
を
散
歩
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
不
幸
な
事
故
や
行
方
不

明
に
な
る
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
下
の
図
の
よ
う
に
、
関
係

機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て

支
え
合
う
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
仕
組
み
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
認
知
症
の
人

と
家
族
の
困
り
ご
と
を
早
期
か
ら
継
続
し

て
支
援
す
る
た
め
に
、
本
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
取
り
巻
く
関
係
機
関
が

手
を
取
り
合
っ
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

見
守
っ
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

南部在宅介護支援センター
（シルバーケアステーションほうよう内）

☎ 25-3311

午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分

（月曜～金曜 ※祝日除く）

中部在宅介護支援センター
（えびの市社会福祉協議会内）

☎ 35-2800

午前 8 時 30 分～午後 5 時

（月曜～金曜 ※祝日除く）

東部在宅介護支援センター
（さくら苑内）

☎ 33-2377

午前 8 時～午後 5 時

（月曜～土曜）

西部在宅介護支援センター
（えびの涼風園内）

☎ 37-3085

午前 8 時～午後 5 時

（月曜～金曜 ※祝日除く）

え
び
の
市
が
目
指
す

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

「
よ
か
と
こ
」

見
守
り
や
声
掛
け
で

安
心
で
き
る
環
境
を

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
応
援
者
」
で

す
。
対
応
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
困
っ

て
い
る
様
子
に
気
づ
き
声
を
か
け
た
り
、

お
手
伝
い
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
、
地
域
住
民
、
誰
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
集
い
の
場

で
す
。
認
知
症
に
関
す
る
書

籍
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示

も
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
で
き

ま
す
。
認
知
症
や
介
護
、
病

気
、
悩
み
ご
と
な
ど
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
記
憶
障
害

や
見
当
識
障
害
（
今
自
分
が
ど
こ
に
い

て
、
何
を
し
て
い
る
の
か
）
だ
け
で
な

く
、
判
断
力
や
理
解
力
の
低
下
に
よ
り
、

日
常
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明

者
は
、
令
和
５
年
度
に
全
国
で
約
１
万

９
千
人
に
上
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
一

人
歩
き
（
徘
徊
）
の
症
状
が
出
て
く
る

と
、
家
族
だ
け
で
は
介
護
負
担
も
大
き

く
、
見
守
り
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

　

認
知
症
の
人
の
一
人
歩
き
は
、
本
人

が
目
的
を
も
っ
て
外
出
し
て
も
、
途
中

で
目
的
を
忘
れ
た
り
、
道
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

地
域
で
見
守
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
人

も
そ
の
家
族
も
安
心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
本
人
は
自
分

の
思
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
本
人
と
変
わ
ら
な
い
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
み
ん
な
で
温
か
く
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
学
ぼ
う

み
ん

な
が

ほ
っ
と
す
る

地
域
力
で
つ
な
が
る
え
び
の

認
知
症
を
語
ろ
う

座
の
受
講
を
希
望
す
る
組
織
や
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
講
座
を
修
了
し
た

人
に
は
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
に
し
て
い
ま

す
。

開催日　毎月第3水曜日

時間　午前9時30分～午前11時30分

場所　市民図書館 学習室　参加費  50円 ※申し込みは不要です。

担当 古川 春香 さん担当 矢野 香織 さん

担当 大野 祥照 さん
よし てる

お問い合わせ 市介護保険課 地域包括支援センター　☎ 35-1112（課直通）

市介護保険課 地域包括支援センター　 ☎ 35-1112　午前 8時 30 分～午後 5時 15分（月曜～金曜） 

福祉推進員

加久藤中学校の3年生が受講

オレンジ
リング

カフェの手伝いをしてくれる

ボランティアを募集しています！

担当 赤﨑 正和 さん

認知症と共に生き、共に暮らす

高齢者の総合相談窓口

チームオレンジ：イメージ図
台湾の留学生も

参加しました

この看板が

目印です！ チームオレンジ

コーディネーター チームオレンジ〇〇〇

認知症の人を支えるチーム

家族

連携機関
かかりつけ医

自治会長

本人

はつらつサポーター

民生委員・児童委員

在宅介護支援センター

生活関連企業
（見守りネットワーク協力機関）

居宅介護支援事業所

認知症サポーター

サービス提供事業所

社会福祉協議会

地域包括支援センター

認知症地域支援推進員

初期集中支援チーム

私：チームの一員
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観
　
光

問 白
紫
池
の
S
U
P
体
験
が
常
設
化

市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

　

え
び
の
高
原
に
あ
る
白
紫
池
で

は
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
Ｓ
Ｕ
Ｐ
と
は
、Stand U

p 
Paddleboard

（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ

ド
ル
ボ
ー
ド
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
令
和
５

年
度
ま
で
は
、
期
間
限
定
で
体
験
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
度
か
ら
本
格
的
に
常
設
化
し
、
予
約

を
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
体
験
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
一
部
期
間
は
気
温

等
の
関
係
で
体
験
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。）。

　

川
で
行
う
Ｓ
Ｕ
Ｐ
と
は
異
な
り
、
波

が
立
た
な
い
場
所
で
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
も
あ
る
た
め
、
初
心
者
の
人
で

も
、
安
全
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

白
紫
池
で
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
は
、
国
立
公
園

内
の
火
口
湖
で
行
う
全
国
的
に
も
貴
重

な
体
験
の
場
で
す
。
季
節
ご
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
景
色
を
楽
し
ん
で
、
え
び
の
高

原
の
自
然
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
に
関
す
る
予
約
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の

（
☎
48
‐
７
６
５
０
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

教
　
育

教
　
育

問 通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

市
学
校
教
育
課 

総
務
係
　
☎
35
‐
3
7
2
1
（
直
通
）

　

7
月
4
日
、
飯
野
高
等
学
校
で
、「
学

術
教
育
お
よ
び
研
究
に
関
す
る
国
際
交

流
協
定
調
印
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
台
湾
の
中
華
医
事
科
技
大

学
と
、
教
育
や
研
究
で
の
協
力
や
、
教

職
員
・
学
生
の
交
流
推
進
、
地
域
活
性

化
に
関
す
る
共
同
研
究
な
ど
を
目
的
に

締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

中
華
医
事
科
技
大
学
は
、
台
湾
の
南

に
位
置
す
る
台
南
市
に
あ
る
私
立
の
専

門
大
学
で
、
医
療
や
看
護
、
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
学
科
を

　

7
月
26
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
各
小
学
校
区
で
「
通
学
路
危

険
箇
所
合
同
点
検
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
登
下

校
時
の
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
各
関
係
機
関

の
連
携
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と
で
、

危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し
、
改
善
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
宮
崎
県
小
林
土
木
事
務

所
、
え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
市

基
地
・
防
災
対
策
課
、
市
農
林
整
備
課
、

市
学
校
教
育
課
、
各
小
中
学
校
の
教
職

員
ら
22
人
が
参
加
し
、
用
水
路
近
く
の

通
学
路
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど

を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
点

検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
で
き
る
も

の
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

学
術
教
育
お
よ
び
研
究
に
関
す
る

国
際
交
流
協
定
調
印
式

問
飯
野
高
等
学
校
　
☎
35
‐
0
3
0
0

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

SUP でえびの高原の自然を体感

韓国岳をバックに初心者でも楽しむことができます

年齢
BMI 判定基準

やせ
適正体重

の範囲
肥満

18 ～ 49 歳 18.5 未満 18.5 ～ 24.9 25 以上

50 ～ 64 歳 20.0 未満 20.0 ～ 24.9 25 以上

65 ～ 74 歳 21.5 未満 21.5 ～ 24.9 25 以上

75 歳以上 21.5 未満 21.5 ～ 24.9 25 以上

【別表 2】BMI 判定基準

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
25
日
か
ら
7
月
4
日
の
間
、
飯

野
高
等
学
校
で
、
同
大
学
の
学
生
10
人

が
研
修
を
行
い
、
市
内
の
福
祉
施
設
や

市
立
病
院
な
ど
を
見
学
・
体
験
し
ま
し

た
。
8
月
中
旬
に
は
、
飯
野
高
校
生
が

台
湾
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

　

同
大
学
の
ス
ン
・
イ
ー
ミ
ン
学
長
は

「
地
域
創
生
に
関
し
て
相
互
の
交
流
は

意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。
幅
広
い
分
野

で
の
共
同
研
究
が
行
え
る
こ
と
を
願
い

ま
す
」と
話
し
て
ま
し
た
。　

（例）体重 53kg、身長 155cm の人の場合
体重 53kg ÷身長 1.55m ÷身長 1.55 ｍ＝ BMI22

【別表 1】BMI の計算方法

●　BMI の計算方法　●

体重（kg）÷身長（m）÷身長（ｍ）

各関係機関が合同で危険箇所を点検

光神省三校長とスン・イーミン学長（右から）
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健
　
幸

「
元
気
で
健
幸
な
え
び
の
市
づ
く
り

計
画
」
～ 

適
正
体
重
編 

～

　

体
重
は
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
生
活
習
慣
病
や
健
康
状
態
と
の

関
連
が
強
く
、
健
康
と
栄
養
状
態
の
目

安
と
し
て
と
て
も
重
要
で
す
。

　
「
肥
満
」は
、
循
環
器
病
や
糖
尿
病
、

が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
が

あ
り
ま
す
。

　
「
や
せ
」は
、
若
い
女
性
の
場
合
、
骨

量
減
少
や
低
出
生
体
重
児
を
出
産
す
る

リ
ス
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
場
合
は
、
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）の

主
要
な
要
因
と
な
り
、
要
介
護
の
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
普
段
か
ら
体
重
管
理
を

行
い
、
太
り
過
ぎ
に
も
、
や
せ
過
ぎ
に

も
注
意
し
て
、
適
正
体
重
を
保
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

適
正
体
重
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
か
ら
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
身

長
と
体
重
か
ら
求
め
る
体
格
指
数
の
こ

と
で
、
計
算
方
法
は
、
左
上
の
別
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　

適
正
体
重
の
範
囲
は
、
年
齢
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
左
下
の
別
表
2
で
確

認
し
、適
正
体
重
を
維
持
す
る
た
め
に
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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親子でクラシック音楽を楽しむ

7

6

　市文化センターで「はじめてのクラシック♪
in えびの」が行われました。これは、小さな
子ども連れでも楽しめるコンサートとして、市
教育委員会と宮崎県立劇場が共催で実施したも
のです。親子 10 組 28 人が参加しました。
　コンサートでは、フルート奏者の熊谷愛香さ
んとピアノ伴奏者の高場涼子さんが、ゾウやハ
チにちなんだ楽曲などを披露し、参加した親子
がクラシック音楽を楽しみました。

はじめてのクラシック♪ inえびの

来季の稲作を願う

7

15

　上浦地区の澤原八坂神社で「澤原八坂神社大
祭」が行われました。上浦地区では、毎年 15
日に稲の豊作や家畜の無病息災などを願って

「棒踊り・鎌踊り」を奉納しています。今年は
硫黄山の影響で稲作を断念した農家もあり、来
季の稲作を願いました。
　棒踊りには、保存会青年部の 17 人が、鎌踊
りには、岡元小学校の児童 12 人が参加しまし
た。

上浦澤原八坂神社例大祭

関西スーパーマーケット
寄付金寄贈式

畜産業の活性化の一助に

7

11

　株式会社関西スーパーマーケットが、企業版
ふるさと納税として、市に寄付金を寄贈しまし
た。これは、硫黄山の火山活動の影響を受けて
いる農家の皆さんを支援したいという思いから
寄付されたものです。同社から自治体への企業
版ふるさと納税は、えびの市が初めてです。
　同社の中西淳代表取締役社長は「食肉卸で付
き合いの長い、えびの市の農家の皆さんの役に
立てればうれしいです」と話していました。

えびの市中高連携推進会議

中高連携の可能性を探る

7

　飯野高等学校で、令和 6 年度えびの市中高
連携推進会議が行われました。これは、市内の
中学校と飯野高等学校が連携を図り、学力向上
や中高連携教育を推進するために行っているも
のです。市内の小・中学校や飯野高等学校の教
職員など、学校関係者 18 人が参加しました。
　同会議では、飯野高等学校の取り組みの報告
や中高連携のアイディアについてグループワー
クが行われ、中高相互の理解を深めました。

スポーツの祭典の開催を周知

7

17

　道の駅えびので、第 81 回国民スポーツ大会・
第 26 回全国障害者スポーツ大会の宮崎県での
開催決定に伴い、広報活動が行われました。国
民スポーツ大会は、スポーツを通して国民生活
を明るく豊かにすることを目的に行われる、国
内最大のスポーツの祭典です。
　広報活動では、道の駅えびのを訪れた人たち
に、チラシやウェットティッシュを配布し、国
スポ・障スポの宮崎県開催決定を周知しました。

国スポ・障スポ開催の広報活動

3千発の花火が夜空を彩る

7

20

　京町川内川河川敷で「第 27 回えびの京町温
泉夏祭り花火大会」が行われました。これは、
京町温泉夏祭り実行委員会の主催で行われたも
のです。ステージイベントが行われるとともに、
露店等も立ち並び、会場は多くの人でにぎわい
ました。
　ステージイベント後には、約 3 千発の花火
が打ち上げられ、夏の夜空を彩り、訪れた人を
魅了しました。

えびの京町温泉花火大会

防災教育

地域とともに「防災力」を高める

7

18

　飯野中学校の全校生徒を対象に防災教育が行
われました。これは、自らの命を守る力の育成
と防災意識の醸成を図るため、市や国交省、飯
野まちづくり協議会、株式会社安藤商事が実施
したものです。防災教育では、川内川河川敷で
飯野麓地区の防災の取り組みの紹介などが行わ
れました。3 年生の大木場優心さんは「生徒会
で防災の取り組みを行っているので、いざとい
う時のために参考にしたいです」と話しました。

中華医事科技大学・農業部農村発展
及水土保持署台南分署訪問

国際交流発展の架け橋に

7

4

　中華医事科技大学訪問団・農業部農村発展
及水土保持署台南分署（台湾の行政機関）訪問
団が、市役所を訪れました。これは、飯野高等
学校と中華医事科技大学の国際連携協定の締
結にあたって、学校間だけでなく、えびの市と
台南市（台湾）のさらなる交流発展を目的に訪
問したものです。
　交流とともに、共通の課題である地方創生
についての意見交換が行われました。

17
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霧島・えびの高原を駆け抜ける

7

21

　第 12 回霧島・えびの高原エクストリームト
レイルが行われました。これは、霧島・えびの
高原の文化や自然環境の素晴らしさ、霧島ジオ
パークを体感してもらうことを目的に行われて
いるものです。
　県内外から、ロングコース（約 65.5km）に
306 人、ショートコース（約 33km）に 390 人
が参加しました。出場者は、元気なかけ声とと
もにコースに飛び出しました。

第12回霧島・えびの高原
エクストリームトレイル

九州大会に出場

7

25

　FC バティックスに所属するえびの市の選手
9 人が、「第 60 回県スポーツ少年団中央大会
サッカー競技」で優勝し、「第 44 回九州ブロッ
クスポーツ少年団サッカー交流大会」に出場す
ることを、市長に報告しました。
　同チームの加久藤トレーニングヴィレッジの
德重聡汰キャプテンは「九州大会では、市民の
皆さんに良い報告ができるようにチーム一丸と
なって頑張ります」と意気込みを話しました。

第60回県スポ ーツ 少年団中央大会
サッカー競技優勝報告

留学生歓迎会

留学生との交流を深める

7

21

　市国際交流センターで「えびの市留学生歓迎
会」が行われました。今年、中国の長春日章学
園高中（高校）からえびの市の日章学園九州国
際高等学校に来た留学生 85 人を歓迎しました。
歓迎会では、留学生の合唱や参加者全員でえび
の音頭を踊るなど、交流を深めました。
　生徒会長の王鋭（ワンルイ）さんは「市民の
皆さんと交流を深め、えびののことを教わりた
いです」と話していました。

いいのっ子アートスクール

創作活動の幅を広げる

8

　飯野高等学校で、「いいのっ子アートスクー
ル」が行われました。これは、図画・ポスター
の作品制作に取り組み、創作活動の幅を広げる
ため、飯野小中高連携で行われたものです。飯
野小学校 4・5・6 年生 9 人が、飯野高等学校
の美術部員と飯野中学校の美術教諭の指導を受
け、制作活動を行いました。八木みさきさん（6
年）は「わかりやすく教えてもらったので上手
く描くことができました」と話していました。

市民大学受講生と留学生が交流

8

3

　日章学園九州国際高等学校で、えびの市民大
学の第 3 講座が行われました。今回は、地元、
えびの市にある高校の取り組みを市民大学の受
講生に知ってもらおうと「人と人とのつながり
で豊かに～コミュニケーションマジックと五色
百人一首を通して」をテーマに行われました。
　講座では、日章学園九州国際高等学校の留学
生と市民大学受講生が、百人一首やマジックの
ワークショップを通して、交流を深めました。

えびの市民大学講座

安全安心な地域づくりを目指す

8

5

　市役所で「防犯活動用品贈呈式」が行われま
した。これは、「地域の安全・安心活動推進モ
デル地区」の指定を受けた堀浦自治会の安全安
心で住みよい地域づくりを目指した活動に役立
ててもらおうと、えびの地区防犯協会から贈呈
されたものです。
　贈呈式では、西道覚

か く み
三会長に、活動推進に必

要な資機材として、ウインドブレーカーやフ
ラッシュバトンなどが贈呈されました。

防犯活動用品贈呈式

令和6年度県民総ぐるみ
「地域・学校づくりのつどい」

地域とともにある学校づくり

8

3

　市文化センターで「令和 6 年度県民総ぐるみ
『地域・学校づくりのつどい』」が開催されまし

た。これは、学校・家庭・地域が一体となって、
子どもたちを育てていく地域ぐるみの教育を推
進するために行われているものです。市内外か
ら学校関係者など、197 人が参加しました。
　つどいでは、広島県府中市の先進的な取り組
みについての講話や飯野高等学校の実践発表、
参加者同士での対話が行われました。

県中学校総合体育大会入賞報告

県大会での成績を報告

8

5

　加久藤中学校・真幸中学校の空手部、えびの
新体操クラブが、令和 6 年度宮崎県中学校総
合体育大会で上位に入賞したことを報告しまし
た。加久藤中 3 年の松岡知

ち ひ ろ
優さんと真幸中 3 年

の小屋敷哩
り ひ と

仁さんが個人総合で 3 位。えびの新
体操クラブは、上江中 3 年の内園和

か ず し
志さんが個

人総合で 1 位、団体で 2 位の成績を収めました。
　8 月に大分県（空手道）と鹿児島県（新体操）
で行われた九州大会に出場しました。

1



４
月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た

　

市
立
病
院
で
は
、
令
和
6
年
4
月

1
日
か
ら
、
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し

ま
し
た
。電
子
カ
ル
テ
は
、
患
者
の

診
療
内
容
や
、
診
断
結
果
の
経
過
な

ど
が
記
入
さ
れ
た
手
書
き
の
紙
カ
ル

テ
を
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
記
入
し
、

電
子
デ
ー
タ
化
し
て
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
は
、
院
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
署
に
あ
る
検
査
機
器
や
、
シ

ス
テ
ム
と
も
連
動
し
て
い
ま
す
。情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
業
務
効
率
化
と

多
く
、
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
診
に
関
し
て
は
、
従
来
の
通
り

予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
9
月
の
ふ
る
さ
と
外
来

【
17
日
】［
担
当
］
有
留 

大
海
医
師

［
診
療
科
目
］
総
合
診
療
科

［
時
間
］
午
前
9
時
～
午
後
1
時

【
18
日
】［
担
当
］
北
園 

和
成
医
師

［
診
療
科
目
］
循
環
器
内
科

［
時
間
］
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分文：市

立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

診
療
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
算
定
ミ
ス
を
防
ぐ
な
ど
、

事
務
処
理
の
効
率
化
も
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。保
存
や
管
理
も
電
子
化

さ
れ
る
た
め
、
紙
カ
ル
テ
の
保
存
・

管
理
に
必
要
だ
っ
た
場
所
や
費
や
す

労
力
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

不
正
利
用
や
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
関

し
て
は
、
個
人
情
報
・
デ
ー
タ
流
出

を
防
ぐ
た
め
に
、
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
で
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
か
ら
4
カ
月
経

ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
不
慣
れ
な
点
が

対
す
る
意
欲
、
生
産
性
の
向
上
な
ど

【
個
人
で
は
】

・
有
給
休
暇
を
取
り
、
個
人
の
時
間
、

家
族
や
友
人
と
の
時
間
を
確
保
す
る

・
育
児
・
介
護
休
業
制
度
な
ど
を
活
用

し
て
、
仕
事
を
続
け
る 

な
ど

［
メ
リ
ッ
ト
］
家
族
と
の
時
間
が
増

え
る
、
趣
味
の
時
間
が
で
き
る
、
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
な
ど

　

一
人
一
人
が
、
自
分
の
生
活
に
何

が
必
要
で
、
何
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

な
の
か
を
見
直
す
こ
と
で
、
生
活
が

豊
か
に
な
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
働

き
方
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

文：市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
。名

称
か
ら「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」

と
い
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
詳
し
い
意
味
は
知
ら
な
い

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

働
く
人
の
「
仕
事
」
と
、家
庭
・
育
児
・

介
護
や
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
趣
味
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
個
人

活
動
を
含
む
「
仕
事
以
外
の
生
活
」

と
の
調
和
が
と
れ
、
そ
の
両
方
が
充

実
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

仕
事
が
順
調
で
あ
れ
ば
、
私
生
活

に
心
の
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

私
生
活
が
充
実
す
れ
ば
、
仕
事
へ
の

活
力
が
生
ま
れ
、
仕
事
の
生
産
性
・

効
率
性
が
向
上
し
ま
す
。こ
の
よ
う

な
好
循
環
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
す
る
た
め
に

【
事
業
所
等
で
は
】

・
育
児
や
介
護
、
病
気
療
養
な
ど
の

事
情
を
抱
え
た
人
へ
の
支
援
や
配
慮

・
長
時
間
労
働
な
ど
の
見
直
し 

な
ど

［
メ
リ
ッ
ト
］
優
秀
な
人
材
の
確
保

と
定
着
、
仕
事
の
効
率
性
や
仕
事
に

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
に

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

横断歩道は歩行者が絶対優先！

熱中症患者が急増しています！

7月の交通事故
発生状況

人　身	 2件
物　件	 29件

本年累計	 18件
本年累計	 166件

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 2件
救　急	 110件

本年累計	 16件
本年累計	 636件

　

高
齢
者
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に

高
齢
者
虐
待
が
あ
り
ま
す
。虐
待
は
、

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴

る
、
無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
、

食
事
や
飲
み
物
を
与
え
な
い
な
ど
の

介
護
放
棄
、
年
金
を
無
断
で
使
用
す

る
な
ど
の
経
済
的
虐
待
、
性
的
虐
待

な
ど
も
あ
り
ま
す
。虐
待
の
当
事
者

の
中
に
は
、
一
生
懸
命
介
護
す
る
中

で
、
責
任
感
の
強
さ
や
誰
に
も
相
談

で
き
な
い
状
況
か
ら
、
心
身
と
も
に

疲
れ
果
て
、
気
が
付
か
な
い
ま
ま
虐

待
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
介
護

者
自
身
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。無
理
を
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。近
所
と
の
付
き
合
い
が
な

く
、
孤
立
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
な

ど
へ
の
周
囲
の
声
か
け
や
見
守
り
が
、

虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
高
齢

者
や
家
族
を
発
見
し
た
ら
、
最
寄
り

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

☎
35
‐
1
1
1
2

◎
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
う
よ
う
内
）

☎
25
‐
3
3
1
1

◎
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
苑
内
）

☎
33
‐
2
3
7
7

◎
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
市
社
協
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

◎
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
涼
風
園
内
）

☎
37
‐
3
0
8
5

　
文：市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　 近 年 の 酷 暑 による熱 中 症 対 策 は 重 要で す。ま
ず、こまめ な 水 分 補 給 が 必 要 で す。次 に、涼しい
場 所 で 休 息 を 取ることも必 要 で す。特 に日 中 の
外 出 は 控 え、適 度 に エ アコン を 使 用してくだ さ
い。最 後 に、服 装も工 夫し、軽 い 素 材 や 通 気 性 の
高 い 服を選 びましょう。
　これらの 対 策で、熱 中 症 のリスクを 減らし、安
全 に夏を過ごしましょう。

　横 断 歩 道を横 断しようとしている歩 行 者、または
横 断 中 の 歩 行 者 が いるとき、車 両 は 横 断 歩 道 の 手
前で一 時 停 止をし、かつ、歩 行 者の通 行を妨げない
ようにしな けれ ば なりません。
◎ 横 断 歩 道 付 近を通 行 する際 の 注 意 事 項

・横 断 歩 道 の 標 識 や 表 示（ダイヤマ ーク）を見 か け
たら、減 速して、付 近 に歩 行 者 がいないか 確 認しま
しょう。
・横 断 歩 道 付 近 が 確 認 で きな い 状 況 で あ れ ば、停
止 線で 停 止できるような 速 度で 進 行しましょう。

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y
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「成人式～ 20th Anniversary ～」
意見発表者を募集します

　市では、令和7年1月5日開催の成人式で行う「新成人者
意見発表」の発表者を募集します。

【応募資格】平成16年4月2日から平成17年4月1日までに
生まれた市内在住者、または市内出身者で令和7年成人
式に出席できる人

【テーマ】テーマは自由です。「成人を迎えて」「成人になっ
て思うこと」「えびの市の将来」「これからの自分」など、
今思っていることを自由にお書きください。400字詰め
原稿用紙2 ～ 3枚程度にまとめ、住所・氏名・電話番号を
記載したものを市社会教育課社会教育係に郵送してくだ
さい。

【申込期限】10月18日（金）
【打ち合わせ】発表者は、令和7年1月4日（土）に事前打

ち合わせを行います。
【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し

ます。その場合、審査結果は11月5日（火）までに本人に
通知します。
※応募原稿は返却しませんので、ご了承ください。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「豊かな森林づくり活動」ボランティ
ア参加者募集

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、次世代に健
全な森を継承するために、植樹地の下草刈環境活動をす
るボランティアを募集しています。これは、宮崎県森林
環境税を活用して実施するもので、皆さんに森林環境に
関心を持ってもらうことを目的に行っているものです。

【開催日】9月29日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時 ［受付］午前9時～
【活動場所】えびの市大字内堅（西内堅地区）
【集合場所】市役所駐車場

※現地までマイクロバスで移動します。
【定員】30人 ※先着順
【作業内容】下草刈活動
【持ってくるもの】作業できる服装、雨具、熱中症対策用

品、マスクなど
※草刈り鎌、昼食、飲み物、消毒液は主催者側で準備し
ます。

【申込方法】市農林整備課林務係に電話でお申し込みく
ださい。

【申込期限】9月20日(金）
【その他】・1日保険に加入します。
・当日、発熱のある人や体調が悪い人は、参加できません。
・悪天候等により中止する場合があります。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

令和6年度中核機関つなご啓発イベ
ントを開催します

　中核機関にしもろ地区権利擁護推進センターつなごで
は、「住み慣れた西諸で、すべての人が自分らしく暮らす
ために」をテーマに、権利擁護や成年後見制度について
の普及啓発イベントを開催します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】9月20日（金）
【時間】午後1時30分～午後4時
【場所】小林市文化会館 大ホール
【参加費】無料
【内容】障がい者施設による演奏、基調講演、実践報告
【講師】萩・山口法律事務所 山口 正之弁護士
【演題】身元保証人は必要か？身寄りのない方の支援を

地域で考える
※手話通訳、要約筆記あり
※障がい者施設による出店もあります。
問中核機関にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

ご 利 用ください「えび の市住 宅リ
フォーム促進事業補助金」

　市では、令和6年度えびの市住宅リフォーム促進事業補
助金（後期分）の申請受付を開始します。
　後期予算額に達した時点で受け付け終了となります。ご
了承ください。

【受付開始日】9月5日（木）
【補助対象者】次の全てに該当する人
・市内に居住し、住民基本台帳に記録されている者であっ
て、補助対象住宅の所有者（配偶者、または一等親の血族
もしくは姻族を含む）
・申請者および同一世帯員が市税を滞納していない

【補助対象住宅】補助対象者の居住の用に供している市内
に存する住宅
※事務所、または賃貸住宅等の併用住宅は、補助対象者
が居住する部分に限ります。

【補助対象工事】
・市内に主たる事業者を有する法人、または市内に住所を
有する個人事業者である施行業者を利用して実施する住
宅の工事
・当該工事に要する費用が20万円以上の工事
・補助金の交付決定後、原則3カ月以内に着手できる工事
※市の他の制度による助成を受けていない部分に限ります。
・補助金の交付決定通知前に着手した工事は、対象外とな
ります。
・3カ月以内に着工を行っていない場合は、申請を取り消す
場合があります。

【補助金額】補助対象工事に要する経費の20％の額
※上限は15万円です。

【申請方法】申請書類を市観光商工課商工係に提出してく
ださい。

【申請書類】
①申請書、事業計画書、収支予算書
②見積書（施工業者からの見積書）の写し
③所有者が申請者と異なる場合は、所有者と申請者の続柄
が証明できる書類
④所有者が死亡している場合は、相続人全員の同意がわ
かる書類
⑤土地家屋名寄帳の写し
⑥工事を行う住宅の現況および工事施工予定箇所の写真

⑦工事箇所の平面図
※①は、市ホームページからダウンロードするか、市観光
商工課で取得してください。

【その他】
・この補助金の利用は、同一住宅につき1回限りとなります。
・前所有者が当事業を既に利用している場合があります。補
助対象になるかを事前にご相談ください。
・申請後、市が納税状況について調査します。滞納がある
場合は補助金の交付ができません。事前に納税状況を確
認し、申請をお願いします。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

「成人式～ 20th Anniversary ～」を
開催します

　市では、「令和7年成人式～20th Anniversary ～」を開催
します。民法改正に伴い、令和4年4月1日から、成年年齢が
20歳から18歳に引き下げられましたが、市では、例年通り、
年度内に20歳を迎える人を対象に実施します。

【開催日】令和7年1月5日（日）
【時間】午前10時～ [受付］午前9時～
【場所】市文化センター
【対象者】平成16年4月2日から平成17年4月1日までに生ま

れた市内在住者、または市内出身者
※進学や就職で転出した人も、えびの市成人式に出席でき
ます。

【申込方法】事前申し込みが必要です。令和6年10月時点で
住民登録のある人に、10月中旬に案内を発送する予定です。
案内に申し込み用のQRコードを添付していますので、必要
事項を入力してお申し込みください。
※市外に居住している市内出身者や、案内状が10月下旬以
降に届いていない人は、市社会教育課にご連絡ください。

【その他】
・着付けやヘアメイク等で店や個人宅等に行く場合も、体
調管理に留意してください。
・万が一、成人式が延期や中止となった場合、振袖レンタル
費用等の補償はできませんのでご了承ください。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）



は、ぜひ、この日をご利用ください。
期日 場所 時間

11 月 20 日
（水）

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30
国際交流センター 13：10 ～ 13：40
えびの市役所駐車場 14：00 ～ 15：30

11 月 21 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 11：30
上江地区体育館 13：20 ～ 14：20
下大河平公民館 14：50 ～ 15：20

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

生産調査（ WCS用稲・わら専用稲）
現地確認調査を実施します

　第2回生産調査（ WCS用稲・わら専用稲）現地確認調査
を次の日程で実施します。
　対象者は、9月1日（日）までに必ず黄色の立て札を立
ててください。また、調査日までに雑草の除去など、管
理徹底をお願いします。

期間 対象地区
9 月 2 日（月）～ 5 日（木） 加久藤地区、真幸地区

9 月 6 日（金）～ 11 日（水） 飯野地区、上江地区
9 月 12 日（木）～ 13 日（金） 市外（小林市、湧水町）

※調査結果は、付箋で立て札に貼ります。「雑草が多い」、
「生育不足」等の再確認の場合は、再度調査を行います。

※立て札がない場合は、交付の対象とならない場合があ
ります。
※天候の影響や調査の進み具合によって、調査日が前後
する可能性があります。
問市農業再生協議会事務局（市畜産農政課内）
☎35-1650（直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県および各市町村
合同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。期間等は以下
のとおりです。期間中の入山等については十分ご注意く
ださい。市民の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】9月15日（日）～ 29日（日）
【一斉捕獲日】9月15日（日）、22日（日）、29日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

サルの出没に注意してください
　市内でサルが出没するおそれがあります。もし、サル
に出会った場合は、次のように行動してください。
①近づかない、刺激しない
　人慣れしていない野生のサルであれば襲ってくること
は少ないです。サルが見えない場所まで離れましょう。
②目を合わせない
　サルと目が合うと、威嚇されたと思い、目線をそらし
たときに襲ってくることがあります。
③食べ物を与えない
　食べ物を与えると人を怖がらなくなります。居着いて
しまうため、収穫後の残りかすや収穫しない実など、餌
になる物は撤去しましょう。
④大人たちで積極的に追い払いをする
　大人たちで積極的に追い払いをしましょう。1人で追
い払うより大勢で追い払う方が効果的です。自治会の皆
さんと協力して追い払いましょう。鍋を棒で叩いて大き
な音を出したり、ロケット花火等（火災等に注意）を飛
ばしたりするのが効果的です。人や建物に危害を加えな
いように注意して使用してください。追い払ってもなか
なか逃げない場合や威嚇してくるサルは危険です。静か
に離れましょう。
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

会計年度任用職員を募集します
　市健康保険課では、会計年度任用職員（保健師・看護師）
を募集します。

【募集人員】1人
【業務内容】市保健衛生事業における保健師業務（健康相

談、健（検）診業務など）の補助
【資格要件】
・保健師、または看護師免許
・普通自動車運転免許

【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】10,580 ～ 11,115円（日額） ※通勤・期末勤勉手当あ

り
【勤務時間】午前8時30分～午後5時（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
※場合によっては、時間外勤務あり

【勤務場所】①市健康保険課 ②保健センター
【雇用期間】10月1日～令和7年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書および保健師免許、看護師免

許の原本、または写しを市健康保険課市民健康係に直接、
または郵送（9月13日まで必着）で提出してください。

【申込期限】9月13日（金）必着
※市様式の履歴書は、市ホームページ、または市健康保険
課にあります。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

受診してください
「結核検診（飯野地区）」
　市では、令和6年度の結核検診（飯野地区）を実施しま
す。対象者である65歳以上の人は、次の日程のいずれか
で検診を受けてください。ただし、次の①・②に該当する
人は受ける必要はありません。また、①に該当する人は
市健康保険課市民健康係にご連絡ください。
①令和6年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ

ン検査を受けた人
②令和6年4月以降に肺がん健診を受診した人、または市
の人間ドックに申し込みをしている人

【受診方法】対象者には結核検診実施通知書が郵送され
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しく
ださい。どの会場でも受診できますので、都合の良い会
場で受診してください。※検診費は無料です。

【日程及び場所】
期日 場所 時間

9 月 9 日
（月）

堀浦多目的集会施設 9：30 ～ 10：00
上大河平鍋倉公民館 10：20 ～ 10：40
旧大河平小学校 11：00 ～ 11：30
下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 10 日
（火）

東原田公民館 9：30 ～ 10：40
田ノ上運動場 11：00 ～ 11：30
杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 11 日
（水）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 11：30
今西公民館 13：20 ～ 13：50
池島公民館 14：10 ～ 14：50
上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 12 日
（木）

前田公民館 9：30 ～ 10：30 
坂元公民館 10：50 ～ 11：30
苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00
高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 13 日
（金）

飯野駅前地区体育館 8：30 ～ 11：30
南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 17 日
（火）

飯野地区コミュニティセンター 8：30 ～ 10：30
南原田公民館 11：00 ～ 11：30
上上江公民館 13：20 ～ 14：10
中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 18 日
（水）

山内公民館 9：30 ～ 10：10
えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40

9 月 20 日
（金）

白鳥地区公民館 9：30 ～ 10：30
末永公民館 10：50 ～ 11：30
田代公民館 13：20 ～ 14：00
出水公民館 14：30 ～ 15：00

【リフト付き検診車について】
　リフト付き検診車による検診を次の日程で行います。リ
フト付き検診車では、車いすから検診専用の車いすに乗り
換えて撮影ができます。通常の検診車での検診が困難な人
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,072人 （前月比 +17人）
男性／7,625人（+24人） 　女性／8,447人（-7人）
転入／82人  転出／38人  出生／5人  死亡／32人

7,728世帯 （前月比 +42世帯）

7 月は、えび の京 町温 泉花 火 大 会 に、西 川 北 菅原 神 社 牛
越 祭などイベントが目白 押しで、夏を実 感しました 。足

湯 の 駅 えび の 高 原 2 階「 霧 の 音」もグ ランドオープ ンし 、カ
フェやキッズスペースが 追 加されています。暑い日が 続きま
すが、えび の 高 原 は 比 較 的 涼しく過ごしやす いと 感じまし
た 。ぜ ひ、足を 運 んでみてください。（ 中川 ）（令和6年8月1日現在）

☎35-3838

えびの市長等政治倫理審査会の審
査報告書の要旨を公表します

　えびの市長等政治倫理審査会は、7月5日にえびの市長
およびその配偶者の資産等補充報告書等に係る審査を行
い、市長宛てに審査報告書を提出しました。このことに伴
い、その要旨を次のとおり公表します。
　なお、審査報告書および資産等補充報告書等は総務課
で閲覧できます。
■審査報告書の要旨

【審査の対象】
条例に基づき市長が作成した市長およびその配偶者に係
る次の報告書
①資産等補充報告書
②所得等報告書
③関連会社等報告書

【審査結果】
　今回提出された資産等補充報告書、所得等報告書およ
び関連会社等報告書について、証明書類に基づき確認、審
査した結果、疑義なく適正に報告されているものと認めら
れる。
問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

祝！ 100 歳
いつまでもお元気で

鶴丸 ササ子さん
（田代）

7 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
7 月28 日、西川北菅原神社で行
われた「牛越祭」。今年は、13
頭の牛が丸太越えに挑戦。牛が
丸太を跳び越えるたびに、観客
から歓声が上がっていました。

国際交流センターの指定管理者を
募集します

　市では、国際交流センターの管理運営について、指定
管理者を募集します。

【名称】えびの市国際交流センター
【所在地】えびの市大字榎田388番地1
【指定期間】令和7年4月1日～令和12年3月31日（5年間）
【申込方法】必要書類に記入の上、市民協働課に直接、ま

たは郵便書留（9月20日まで必着）で提出してください。
【申込期限】9月20日（金）

※申請資格要件や業務内容などの詳細は、募集要項・仕
様書をご確認ください。
※募集要項や仕様書、各種様式は、市ホームページ、ま
たは市民協働課にあります。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（課直通）

観光施設の指定管理者を募集しま
す

　市では、次の観光施設の管理運営について、指定管理
者を募集します。
■矢岳高原ベルトンオートキャンプ場

【名称】矢岳高原ベルトンオートキャンプ場
【所在地】えびの市大字西川北1377番地2

■えびの高原キャンプ村
【名称】えびの高原キャンプ村
【所在地】えびの市大字末永1470番地

■白鳥温泉施設
【名称】白鳥温泉施設（白鳥温泉上湯、白鳥温泉下湯）
【所在地】えびの市大字末永1470番地

◎共通事項
【指定期間】令和7年4月1日～令和10年3月31日（3年間）
【申込方法】必要書類に記入の上、市観光商工課に直接、

または郵便書留（9月30日まで必着）で提出してください。
【申込期限】9月30日（月）

※申請資格要件や業務内容などの詳細は、募集要項・仕
様書をご確認ください。
※募集要項や仕様書、各種様式は、市ホームページ、ま
たは市観光商工課にあります。
申・問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

えびの焼き体験&田の神さぁ巡りバ
スツアーに参加しませんか

　えびの市観光協会では、えびの焼き体験&田の神さぁ
巡りバスツアーの参加者を募集します。
　これは、えびのブランド認証の大河平陶芸えびの焼き
の体験や、市内の田の神さぁを巡る中で、市の魅力を体
感してもらうツアーです。また、市歴史民俗資料館で期
間限定開催される、「田の神さぁ展」の見学も行う予定で
す。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】9月15日（日）
【時間】午前9時～午後2時30分
【集合場所】道の駅えびの
【集合時間】午前8時50分
【定員】20人
【参加費】2,500円（陶芸体験代、昼食代含む）
【申込方法】えびの市観光協会に電話でお申し込みくだ

さい。
【申込期限】9月10日（火）
申・問えびの市観光協会

市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期

9月2日（月）までに納めましょう。

常盤 フキさん
（杉水流）
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お す す め の 一 冊

ふろふき大根のゆうべ
安房直子 文
アヤ井アキコ 絵

（あすなろ書房）

たっぷり使って毎日ヘルシー
お酢屋さんのお酢レシピ
久保桂奈 著

（NHK 出版）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  
※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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【市観光商工
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外国人向け】
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■喫茶ふら～っとが開店しています
喫茶ふら～っとでは、ふたつきのコーヒーとお菓子を無
料で提供し、皆さんが一息つけるような憩いの空間を
作っています。入口では、えびの福祉作業所と、えびの支
援センターびーだまの季節の野菜や手作りの品物を販売
しています。
●開催日＝毎月第4金曜日 ※都合により開催日が変更に
なる場合があります。あらかじめご了承ください。
●時間＝午前10時～午前11時30分
●場所＝図書館 学習室

◀

■敬老の日特別上映会
●開催日＝9月14日（土）
●時間＝午後1時30分～
●場所＝図書館 学習室
●内容＝お終活

運行場所（ルート） 運行日（9月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 4日（水）、
18日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

5日（木）、
19日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

6日（金）、
20日（金） 12：30〜15：15

真幸地区体育館 11日（水）、
25日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

13日（金）、
27日（金） 14：50〜16：30


